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は じ め に 
 
 本釧路リサーチ・ペーパーVol.7 は、1970 年 2 月に閉山した尺別炭砿で、最後の中学校
教頭であった松実寛氏による講演「尺別炭鉱の閉山と子どもたち」の記録です。この講演
は、2014 年 8 月 1 日に早稲田大学文学部社会学コース嶋﨑ゼミ「“生きている炭鉱
ヤ マ
”と釧
路研究」フィールドワークの一環として、学部 3 年生、4 年生を対象に、釧路市立博物館
講堂で行われました。  





















根室管内の中学校で勤務。1967 年 4 月～70 年 8 月尺別炭砿中学校教
頭。1993 年阿寒町立阿寒中学校校長で定年退職。コミュニティ運動専


















































十年とか、数年というスパンではなく、ほんの数か月の間に、3,000 人から 4,000 人
の集落が消えてしまったのです。それは “集落の消滅 ”とか “集落の壊滅 ”という言葉で
表されることなのです。それほど尺別の閉山は非常に厳しかったのです。  













すから、３月末から５月中頃までがこの “怒涛の転出 ”という状況だったと思います。  
 尺別の閉山があまりにも急激だったことを表す文章がありますので、紹介しておき




























































































































1970（昭和 45）年  
閉山後の黒川（尺別川）  




















































































































1965（昭和 40）年頃  
第 23 期卒業生と教職員  
1970（昭和 45）年３月  
1970 年度入学式  









































































































































































































































































































1970（昭和 45）年  
生徒と教員による校門の基礎工事  










































































































らします。ときどきは尺別を思い出しながら。             （ 1970 年５月 12 日） 
 







































































































































































































































































































































































































































用鉄道も開業した。戦後最盛期には、最大生産量年間 339,000 トン（1966 年）、従業員規
模 1,828 人（1950 年）に達したが、1960 年代の合理化を経たのち、1970 年 2 月 27 日に
雄別三山（雄別・尺別・上茶路）の企業ぐるみ閉山によって 52 年の歴史を閉じた。閉山
時の全従業員数は 1,221 人 1、尺別地域人口は 4,070 人 2であった。  
閉山によって全従業員が解雇されたが、そのうち 972 人（80.3％）は、閉山半年後 8 月
31 日までに再就職を果たした。このうち労組組合員 693 人の再就職先地域をみると、「道
内他産業」223 人（32.2％）、「道内炭鉱」117 人（16.9％）、「道外」353 人（50.9％）と、
道内にとどまらず、全国へ移住していったことがわかる。道外の移動先は、18 都府県にわ
たっており（山形 1、福島 1、群馬 1、栃木 2、茨城 17、埼玉 38、東京 22、千葉 83、神







「ほんの数カ月の間に、3,000 人から 4,000 人の集落が消えてしまったのです。それは “集
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ともに歴史を刻み、1965 年には 13 学級編成、生徒数 524 人にまで拡大した 5。しかし、
つづく石炭産業の衰退によって学校の命脈も絶たれることは必定であった。そして閉山半
年後の 7 月 20 日に閉校したのである。生徒数は、閉山直後 1970 年 3 月に挙行された最後
の卒業式では 100 人以上を送り出していた。最終年度は（1970 年 4 月）新入生を含め 6
学級、生徒 230 人で始まったが、7 月 1 日にはわずか 24 人にまで減ってしまった（教職
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和 45 年 4 月 26 日の労働組合解散後に組合幹部たちが、6 月から 12 日間をかけて道内再
就職者・道外再就職者を訪問した経緯が詳細に記載されている。そのねらいは、再就職者
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―元尺別炭砿中学校教頭  松実寛氏による講演の記録― 
 
（JAFCOF 釧路研究会リサーチ・ペーパーvol.7）  
◆  
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